
ステップキューブの使い方と点検項目 ステップキューブの高 ・ 低組み換え方法

ご 使 用 前 の 点 検

設 置 す る 場 所 に つ い て 連 結 シ ス テ ム

使用可能

使用不可

注意

各部に曲がり、 亀裂、 割れ、 劣化等の異常がないか確認してください。

天板、 脚ゴムにグリースや油など滑りやすいものがついていないか確認してください。

脚ゴムの有無、 摩耗、 変形がないか確認してください。

低状態から高状態に組み換えたとき、 上下脚材が確実にかみ合っているか確認して

ください。

低状態から高状態に組み換えたとき、 ロック装置が確実にロックされているか確認

してください。

①

②

③

④

⑤

本製品を使用する前に各部を点検し、異常の無いことを確認してください。

異常を認めたときは使用しないでください。

傾斜している場所、 段差や凹凸のある場所、 滑りやすい場所、 埋もれやすい場所等

安定しない場所に設置しないでください。

火気を扱う場所や高温になる機器の近くでは使用しないでください。

●

●

ステップキューブはポリプロピレン製です。 投げたり、 落としたり、 強い衝撃を

与えると割れます。 扱いには充分注意してください。

【低状態】 【高状態】上脚材を引き上げて 90°回転

（左右どちらでも回転可）

※高状態から低状態へ組み換える場合は、 ロック装置を解除し上脚材を下脚材に

　 落とし込むようにして収納してください。

【本体同士の横連結】
（高－高 の連結も可）

【階段状の横連結】
（※上下の積み重ねは 2 段まで。ただし、 階段状に横連結しているときのみ可）

【 積み重ねての使用】
（安定性を欠くため、採用しない。）

【 足場板を掛け渡しての使用】

※横連結する際は、 連結装置にしっかりとはめ込んでください。

※上下脚材 (○印)４カ所を
　　確実にかみ合わせること

※上段は必ず低状態とすること

天板
上脚材

下脚材
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最大許容荷重

１.４７ｋＮ
（１５０ｋｇｆ）

Ｂ部拡大図

ロック装置

※矢印方向に
　 押してください。

※いずれも昇降時の躓きや転倒の恐れがある為、安全上採用しない。



ステップキューブの使用方法 （注意事項）

［建設機材事業部］

ステップキューブは単独での

使用を原則としています。

連結して使用する場合は本体

同士の連結装置を活用し、 ご

使用ください。

■ 設置場所は不意の移動など

の危険がないことを確認して

ください。

■

持ち運ぶときは、引きずった

り、投げたり、乱暴に扱わない

でください。

■

１.４７ｋN (１５０ｋｇ) を超えて

積載しないでください。

■

足元や周囲がはっきり見えない

暗がりでは使用しないでくださ

い。

作業台に人や工具等の物をの

せたまま移動しないでください。

■

■

天板以外の部分に足を掛け

ないでください。

■

天板の上で脚立 ・架台 ・梯子

などを使用しないでください。

■

人の出入口やドアの

前には設置しないで

ください。

１台に同時に２名以上乗らな

いでください。
■

取扱標準書や貼付ラベルの

内容が理解できない人は使

用しないでください。

変形したり、破損したまま使用

しないでください。
■

製品の貼付ラベルをよく読ん

でから使用してください。
☆

他の作業台や足場に乗り移ら

ないでください。

また他の足場から乗り移らない

でください。

■

■

作業時に天板から身体を乗

り出したり、 先端に立ったり

しないでください。

■

つま先立ちや片足で立つな

どの不安定な行為はしない

でください。

■設置場所の傾斜や凸凹等に

よる転倒の危険がないことを

確認してください。

■

天板が斜めになった

状態で使用しないで

ください。

他の作業台の上に置いて使

用しないでください。
■

溶接作業等、 火気を扱う場

所や高温になる機器の近く

では使用しないでください。

■


